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中
山
間
地
域
の
高
齢
者

ス
マ
ホ
で
見
守
り

先
進
技
術
と
人
で
支
え
る

地
域
の
安
心
、こ
れ
か
ら
も

越
大
震
災
か
ら
の
創
造
的

復
興
と
、
持
続
可
能
な
中

山
間
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
き
た

公
益
財
団
法
人
「
山
の
暮
ら
し
再

生
機
構
（
Ｌリ

モ

Ｉ
Ｍ
Ｏ
）」。
財
源
の

震
災
復
興
基
金
事
業
が
終
了
し
、

一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
た
め
、

３
月
末
に
解
散
し
ま
し
た
。

　
Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
が
残
し
た
人
材
や
支

援
の
仕
組
み
は
、
過
疎
化
･
高
齢

化
が
進
む
地
域
の
活
性
化
に
活
か

さ
れ
ま
す
。市
も
、Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
の
活

動
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

（
情
報
通
信
技
術
）
や
交
流
の
場
、

人
材
の
配
置
な
ど
を
通
じ
て
、
地

域
の
安
心
を
支
え
ま
す
。

問
地
域
振
興
戦
略
部

Ｔ
39
・
２
５
１
５

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
ス
マ
ー
ト

ウ
ォ
ッ
チ
（
腕
時
計
型
端
末
）
を

活
用
し
、
中
山
間
地
域
に
住
む
高

齢
者
の
健
康
管
理
や
見
守
り
を
支

援
し
ま
す
。

　
民
間
企
業
の
先
進
技
術
で
市
民

生
活
の
向
上
を
目
指
す
取
り
組
み

「
Ｎナ

ガ

オ

カ

a
Ｇ
a
Ｏ
Ｋ
a
オ
ー
プ
ン

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
の
一
環
で
す
。

ス
マ
ホ
の
ア
プ
リ
を
使
い
、
ス
マ

ー
ト
ウ
ォ
ッ
チ
で
歩
数
や
消
費
カ

ロ
リ
ー
な
ど
の
活
動
量
を
計
測
。

保
健
師
や
遠
方
の
親
族
で
共
有
し
、

安
否
確
認
に
活
か
し
ま
す
。

　
１
月
28
日
か
ら
３
月
７
日
ま
で
、

小
国
地
域
の
高
齢
者
を
対
象
に
実

証
実
験
を
実
施
（
写
真
）。
参
加

者
か
ら
は
「
ス
マ
ホ
を
使
う
の
は

初
め
て
。
操
作
に
も
慣
れ
て
普
段

か
ら
自
分
の
健
康
を
意
識
で
き
ま

す
」。
保
健
師
か
ら
は
「
見
守
る

相
手
の
健
康
状
態
を
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
手
軽
に
把
握
で
き
て
あ

り
が
た
い
で
す
」
と
い
っ
た
声
が

上
が
り
ま
し
た
。

中

　
Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
は
、
中
越
大
震
災
の

発
生
か
ら
２
年
半
後
、
住
民
と
市

を
つ
な
ぐ
中
間
支
援
組
織
と
し
て

平
成
19
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。　

活
動
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
、
外

部
か
ら
地
域
に
入
っ
た
「
地
域
復

興
支
援
員
」。
基
金
を
使
っ
た
人

的
支
援
と
し
て
全
国
で
も
注
目
さ

れ
、
住
民
主
体
の
復
興
を
後
押
し

し
ま
し
た
。

　
復
興
が
進
む
に
つ
れ
、Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｏ

の
役
割
は
地
域
の
支
援
者
か
ら
担

い
手
に
変
化
。
中
山
間
地
域
の
暮

ら
し
を
守
る
た
め
、
地
域
資
源
を

活
か
し
た
魅
力
発
信
や
起
業
す
る

人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

　
こ
れ
ま
で
活
躍
し
た
支
援
員
は

計
63
人
。
中
山
間
地
域
が
地
方
分

散
の
受
け
皿
と
し
て
期
待
さ
れ
る

今
、
培
わ
れ
た
人
の
絆
は
地
域
に

根
付
き
、
生
き
続
け
ま
す
。

川口地域・木沢集落

　１月に川口地域の食文化を紹介す
る「えちご川口ごっつぉ手

て

帖
ちょう

」を作
成したら、地元や市外の人から大き
な反響がありました。"よそ者”の
視点で郷土料理の多様さに気付けた
からこそ作れたものです。
　川口に残って中山間地振興の新た
な一歩を踏み出しました。住民との
絆を守りながら、地域の「当たり前」
の中にある魅力を発信し続けます。

川口地域
元地域復興支援員
佐々木

ゆみ子さん

LIMOの
全記録
　震災復興の歩
みをまとめまし
た。県内の書店
で販売中です。
￥1,650円

新たな一歩、
踏み出す

　栃尾地域で、
中心部と山間部
を結ぶデマンド
タクシーの本格
運行を開始しま
した。買い物や
通院での高齢者
の交通手段を確
保します。
　令和元年10月
から今年３月ま
で行った実証実験で、住民から好評だったため
運行を決定。３月末に路線バスが廃止された、
栃尾車庫前と荷頃地区を結ぶ区間も走ります。
問都市政策課交通政策室Ｔ39・2267

▲デマンドタクシー「景虎号」に乗り込▲デマンドタクシー「景虎号」に乗り込
む利用者む利用者

トピックス①

栃 尾
デマンドタクシーを
本格運行 ➡予算Ｐ５

　越路地域の来
迎寺駅北側に、
イベントや観光
に利用できる多
目的駐車場を整
備しました。
　市外の人が、
もみじ園などの
観光施設や、長
岡駅周辺に向か
うパークアンドライドに活用できます。
通勤時の住民の利便性向上や、駅周辺
で開催するイベントへの来訪者増加に
よるにぎわいの創出を図ります。
問都市施設整備課Ｔ39・2230

▲16台分の駐車場▲16台分の駐車場

トピックス②

越 路
来迎寺駅周辺に
多目的駐車場

復
興
を
支
え
14
年

絆
は
、
地
域
に
根
付
い
た

「
よ
っ
た
か
り
場
」の
立
ち
上
げ
を
支
援

栃尾地域・下来伝集落にできた栃尾地域・下来伝集落にできた
よったかり場のお披露目会よったかり場のお披露目会

全
地
域
に
、
集
落
支
援
員
を
配
置

住民の話を聞く和島地域の集落住民の話を聞く和島地域の集落
支援員・若山里美さん（左）支援員・若山里美さん（左）

▲詳しく▲詳しく
はこちらはこちら

　
高
齢
者
な
ど
が
気
軽
に
立
ち
寄

っ
て
、
お
茶
飲
み
話
が
で
き
る
交

流
の
場
「
よ
っ
た
か
り
場
」
の
立

ち
上
げ
や
運
営
を
支
援
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
集
会
所
や
空
き
家
を

再
利
用
し
て
11
カ
所
を
整
備
。
地

域
住
民
の
拠
り
所
と
し
て
、
住
民

主
体
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
実
情
に
精
通
し
、
住
民

に
寄
り
沿
っ
て
集
落
の
維
持
に
取

り
組
む
市
の
職
員
、
集
落
支
援
員
。

現
在
、
小
国
や
栃
尾
地
域
な
ど
で

９
人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
全
支
所
地
域
に
拡
充
。

見
守
り
活
動
な
ど
を
通
じ
て
住
民

同
士
の
「
共
助
」
を
支
え
ま
す
。


